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議
案 

№
61

 

反
対
（
河
邉
正
男
） 

法
人
税
の
超
過
課
税
を
す
れ
ば
、
給
食
費
の

無
料
化
や
18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
な
ど
、

教
育
・
福
祉
の
充
実
が
で
き
る
。

 

賛
成
（
岡
本
禎
稔
） 

年
度
末
に
お
け
る
市
債
残
高
は
減
少
し
て
お

り
、
財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
数
値
も
、
健

全
な
財
政
運
営
に
十
分
配
慮
し
た
内
容
と
考

え
る
。

議
案 

№
62

 

反
対
（
河
邉
正
男
） 

安
心
し
て
医
療
に
か
か
れ
る
よ
う
、
高
過
ぎ

る
国
保
税
か
ら
誰
も
が
払
え
る
国
保
税
に
す

る
べ
き
。

 

賛
成
（
中
神
靖
典
） 

健
全
で
持
続
可
能
な
医
療
制
度
の
運
営
に
努

め
た
も
の
で
あ
る
。

議
案 

№
66

 
反
対
（
河
邉
正
男
） 

給
付
は
支
払
い
能
力
で
な
く
必
要
に
応
じ
て
、

負
担
は
給
付
で
な
く
支
払
い
能
力
に
応
じ
て

考
え
る
べ
き
。

 

賛
成
（
平
松
昭
徳
） 

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
対
す
る
保
険
給
付
は

適
正
に
行
わ
れ
て
お
り
、
介
護
予
防
や
高
齢

者
支
援
も
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

■
陳
情
書
を
審
議
し
ま
し
た

　
9
月
7
日
の
総
務
産
業
委
員
会
で
次
の
陳

情
を
審
査
し
た
結
果
、
す
べ
て
「
結
論
を
得

ず
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

▽	

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
、
全
国
一
律
最
低

賃
金
制
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情
書

▽	

適
正
な
下
請
単
価
や
賃
金
・
労
働
条
件
を

確
保
で
き
る
公
契
約
法
の
制
定
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

▽	

す
べ
て
の
労
働
者
に
、
安
定
し
た
雇
用
と

1
日
8
時
間
の
労
働
で
暮
ら
せ
る
人
間
ら

し
い
働
き
方
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
書

▽	

住
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
体
制
・
機
能
の
充
実
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

▽	

地
方
財
政
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
を
求
め
る
陳
情
書

▽	

沖
縄
県
民
の
民
意
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

地
方
自
治
を
尊
重
し
、
辺
野
古
の
新
基
地

な
ど
米
軍
基
地
建
設
の
中
止
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書

議案に対する
本会議での議員の
賛成・反対の表明です

討　　論

賛否が分かれた議案
本会議では、議案に対して一人ひとりの議員が賛成・反対の意思表示をします。
今定例会では、以下の議案の賛否が分かれました。賛成・反対の討論はこの表の下に掲載しています。
また、その他の議案は、全会一致で可決しました。

議
案
番
号

議　案　名
（一部省略）

結　果
（賛成：反対）

61 平成29年度歳入歳出決算認定
一般会計

認定
（16:1) ◦◦◦◦×◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦−

62 平成29年度歳入歳出決算認定
国民健康保険特別会計

認定
（16:1) ◦◦◦◦×◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦−

66 平成29年度歳入歳出決算認定
介護保険特別会計

認定
（16:1) ◦◦◦◦×◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦◦−

〇…賛成　×…反対　−…議長は議決に加わらない
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